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　問題は 1 から 5 まであり，全部で７ページです。足りないページや，
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1 		 次の計算をしなさい。

（１）	（－8）2－（－22）×7

（２）	 2x－y－ x－2y3

（３）	
12
2 ＋

6
3－ 75

（４）	（12xy2－9x2y）÷（－32 xy）
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2 		 次の問いに答えなさい。	

（１）	 次の式を因数分解しなさい。
	 	（3x－2）（x＋y）＋2x（x＋y）

（２）	 2つの連立方程式｛　 2x＋y＝4　 3x＋4y＝1
と｛　 ax＋by＝16　 bx＋ay＝－19

が同じ解をもつとき，

	 a，bの値を求めなさい。

（３）	 次の2次方程式を解きなさい。
	 	 x2－4x－1＝0
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（４）	 nを自然数とする。3＜ 4n＜5 を満たすnの個数を求めなさい。

（５）	 大小 2個のさいころを同時に投げるとき，少なくとも一方の目が 6である確率を求めなさい。

（６）	 次の表は，ある高校の1年生50人の身長測定結果について，2020年と2010年の結果をそれぞれ
整理した度数分布表です。この結果から分かることとして正しいものを①～⑤の中からすべて
選び，記号で答えなさい。

	 　①	2020年の平均値の方が，2010年の平均値よりも
低い。

	 　②	2020年と2010年の中央値は等しい。
	 　③	2020年と2010年を比較すると，2010年の最頻値

の方が低い。
	 　④	165cm以上の人の相対度数は，2020年の方が

2010年よりも小さい。
	 　⑤	2020年と2010年のヒストグラムを作成すると，

全体的に2020年の方が身長が高い傾向にあるこ
とが分かる。

階級（cm） 2020年
度数（人）

2010年
度数（人）

140以上145未満

145 ～ 150

150 ～ 155

155 ～ 160

160 ～ 165

165 ～ 170

170 ～ 175

175 ～ 180

2

4

9

17

10

5

2

1

5

11
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9

4

2

1

0

計 50 50
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（７）	 次の図において，∠xの大きさを求めなさい。

（８）	 次の図形は，直角三角形とおうぎ形を組み合わせたものです。この図形を，直線ℓを軸として
1回転させてできる立体の体積を求めなさい。ただし，円周率をπとします。

	

67° 14°
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3 	 次の図のように，2つの関数 y＝ax2 ……	①，
	 y＝－2ax2 ……	②があります。ただし，a＞0 と

します。①のグラフ上にある点Aの x 座標が 6で
あるとき，次の問いに答えなさい。

（１）	 関数 y＝ax2 について，x の変域が－6≦x≦5 の
とき，yの変域は 0≦y≦12 です。このときの aの
値を求めなさい。

（２）	 点 Aの y座標が 6のとき，点Aを通り線分OAに垂直な直線の式を求めなさい。

（３）	 線分ABが x軸と平行になるような点Bを y軸上に，四角形ABCDが平行四辺形になるような
点	C，Dを②のグラフ上にとります。四角形ABCDの面積を 2等分する傾き 2の直線の切片を
aを用いて表しなさい。

y

②

6O
x

①

A
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4 	 次の図のように，底面の半径が 4cm，高さが 8cmの円柱に正四角錐O－ABCDが内接して
いる容器があります。また，点Mは辺OAの中点です。このとき，次の問いに答えなさい。

	 ただし，円周率をπとします。

（１）	 辺OAの長さを求めなさい。

（２）	 この容器の上から点Mの高さまで水を入れます。このとき，水面の面積を求めなさい。ただし，
水面は底面と平行で，正四角錐の内部には水は入りません。

（３）	（２）のとき，容器に入れた水の体積を求めなさい。
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5 		 次のルールにしたがって，図の 5×5マスの中に 1，2，3，4，5の数字を書き入れなさい。

（ルール）	
①	 どの列（縦，横）にも 1～ 5の数字が 1つずつ入ります。
②	 太線で囲まれたブロック内のマスが 1つのとき，ブロック内に書かれた数字が入ります。
③	 太線で囲まれたブロック内のマスが 2つのとき，ブロック内に書かれた数字はマスに入る
数の和，差，積，商のいずれかを表します。

④	 太線で囲まれたブロック内のマスが 3つ以上のとき，ブロック内に書かれた数字はマスに
入る数の和または積を表します。
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